
令和５年度 「学校教育自己診断アンケート」集計結果からの考察 

                                                        新堂小学校長  安部 満之 

 

2月に実施いたしました「学校教育自己診断アンケート」の回答に多数ご協力いただき、ありがとうございました。 

毎年、年度末に行われるこのアンケートは、本校の学校教育目標「差別をなくし 一人ひとりの能力を高め ともに

伸びゆく 教育の創造」がどの程度達成できているか根拠を持って知り、次年度の学校教育活動の改善に役立てて

いくためのものです。 

今年度実施するにあたり、昨年度同様、アンケートをスマホやタブレットで回答できるようにしました。効率よく、かつ

効果的なアンケート実施となるよう、今後も取り組んでいきたいと思います。 

頂いた回答をもとに、今年度の取組みの成果と課題について考察いたしましたので、お知らせいたします。 

 

★今年度の回答状況より 【対象：児童用２～6年生および保護者用】 

 

◆『学校へ行くのが楽しい。』の項目では、昨年度の同項目と比べ肯定的回答率が少し下がっています。 同様に

『学習や行事をがんばっている。』や『学習したことがわかる。』の項目も下がっており、学習がわからないことや行

事に対して前向きに取り組めていないことが学校を楽しく過ごすことにも大きく関わっていることがわかります。今

後も授業改善に取り組むとともに習熟度別の学習を展開するなど、学習がわかって楽しいという感情を育んでい

けたらと考えております。あわせて学級集団が子どもたちの安心できる居場所になっているかの視点も大切です。

行事等をとおした集団づくりなど子どもたちが気持ちよく過ごすことの出来る学級集団をめざして取組みをすすめ

ていきたいと思っています。 

◆『考えたことや意見を書いたり発表したりしている』の項目は、まだまだ課題が見られます。引き続き、言語活動を

大切にしながら考えを深める授業づくりに努めていきます。自信を持って発表できるようにグループ学習の推進な

ど様々な取組みを進めていく方針です。 

◆『自分にはいいところがあると思う』の項目では、伸び悩んでいます。自分のよさに気づいていない子が多いように

感じます。子どもたちは学校教育活動、様々な行事を通し、各自の持ち味をいかした「よい部分」をたくさん見せて

くれています。これからも「ほめる場面」を見落とさないように取組みを進めていきたいと思います。ご家庭でも子ど

もたちの「よいところ」には「ほめる声かけ」をしていただけるとありがたいです。 

◆『朝ご飯を食べている』や『夜２２時には寝る』の項目では、まだまだ肯定的回答率の数値は低いものの、昨年度よ

り少し向上しています。生活習慣について意識する児童が増えていることは嬉しいことです。生活習慣が整うことは

学校で元気よく過ごすことにもつながります。引き続き、ご家庭でも声かけをお願いします。 

◆自由記述の欄では、たくさんの感謝のお言葉をいただき、ありがとうございました。それとともに、子どもたちの言動

や感情のコントロール、体育的行事を含めた行事のもちかた、学習環境面等についても、さまざまなご意見を頂き

ました。頂いたご意見は全教職員で共有するとともに、改善すべき点は次年度にいかしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

全般を通じてどの質問においても肯定的な評価をいただきました。これもひとえに子どもたちの頑張ろう

とする意欲と保護者の皆様のご支援の賜物ととらえています。 ３学期の授業参観には、本当に多くの保護

者の方に見守られて、子どもたちは日頃の学習成果を発表することができました。ありがとうございました。 

これからの時代をたくましく生き抜いていく人に育つよう、今回のアンケート結果をふまえ、今後も教職員

一丸となってより良い学校づくりに取り組んでまいります。今後とも本校教育活動にご理解・ご協力を宜しく

お願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


